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グルーつホーム貫揺  

・・・余暇への支援  

コミュニティー機能を活用する  

・土日の活動にこそ、地域生活支援の醍醐味  
・娯楽・買い物等だけが余暇ではない  

・00教室■00サークル等の活用  
・サービス調整役は世話人・生活支援ワーカー   



アフターフォロー  

言 問  

（西駒郷地域生活支援センター 地域移行推進部 各寮支援員等）  

・1月以内に1回  

・概ね年2回  

・特別な課題がでれば、関係機関と連携し、ケア  

会議等開催  

；云∠ゝ  
者の交さ   ◎移行  lしコ言  

◎移行した方の家族にアンケート調査  

◎地域生活移行の□口証  

m41－   
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移行過程で浮かぶ様々堺諌題  

・やっと夢が実現できる  
・・1・不安と期待が一気に襲いかかる  

心の中で制御できないものが襲う  

→ 移行期外傷＝・カウンセリングが有効の場合も  

・未知の暮らしへの不安を解消する手段  
→ 入所施設の垢を落とす・・・自活訓練が有効  

・グループホームに暮らすことで、自由になっ  
→ 移行初期に集中的な支援体制  

福本弘『女』＠風の工房  

＼り不足）  ・早急な整備・様々な団体の参入（GH運営ノ  
→ 研修会を圏域単位で・出前講座  

・検証の必然性   
第三者による検証が必須  

→ 公平性・透明性・信頼性 →汎用化   
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地域生活移行した方の家族へのアンケート  
（長野県西駒郷の地域生活移行の取組から）  

実施期間 平成18年2月20日～3月10日  
対象者数 地域生活移行した方の家族142人  
回答数 95人  
方 法 郵送による無記名回答方式  

移行前（基本構想策定時）   



入所施設の生活より、よくなったと感じた理由に該当するもの全てに○をしてください。  

「【   

健康管増や医療等の声援   

が軸郷よりよしl  

金管管理が西駒轡よりよ  

0  5  10  15  20  25  30  35  40  45  50  

ー45－   
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西駒郷からグルーつホームヘ移行した方の経済状況   

収入平均   90，303円（91，563円）   
年金70，705円 ＋賃金等19，598円  

（71，674円）  

48，798円（47，625円）   

（19，175円）   

支出平均  

賃  

15，185円  

（15，600円）  

光熱水費  

10，913円  

食費  

22，700円  

（21，286円）  

＋  
、   

長野県グループホーム実態調査（平成17年2月実施より）  

（）は県全体の平均   

一47－  
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こんな事業あったら・・・  

・GH、CH利用者との面接を専門に行うケースワーカー設置を  

・ファミリーホーム、機能強化型GHを CHにも強度行動障害加算を  

・県住の単身入居促進を   ケアホームの対象に身体障害者を  

日中活動の場、就労支援  
・企業内授産（施設外授産）経費の助成を  

・新事業体系に移行できない施設への支援を  

・ひきこもり者に対する就労支援を  

・総合支援センターのコーディネーターが相談できるスーパーバイザーの設置を  

その他  

・重度障害者に対する支援を  

・利用者負担減免を  

・遷延性意識障害者に対する支援を  

・権利擁護の充実を  

一移動支援を   




